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７号機周辺の大型クレーン用セメント改良土の配置について

７号機周辺の大型クレーン用セメント改良土の配置を以下に示す。

大型クレーン用セメント改良土
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2前回ヒアリングのコメント回答

【コメント】
7号機周辺の大型クレーン用セメント改良土の配置について、当該配置を踏まえ、7号機の主要な杭
支持構造物等への影響はないとしている考え方を説明すること。

【回答】
大型クレーン用セメント改良土の配置より、最も近傍の主要な杭支持構造物である7号機格納容器
圧力逃がし装置基礎からでも約25mの離隔があることから、周辺の主要な杭支持構築物に与える影
響はないと考えている。
大型クレーン用セメント改良土近傍に地下トレンチ等の地下構築物の干渉はないことを確認している。
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3

７号機原子炉建屋

セメント改良土の設置
（１９９３年）

セメント改良土の一部撤去
（１９９５~１９９６年）

（平面図） （平面図）

（断面図） （断面図）

▼T.M.S.L. 12.0m
約4.5m

▼T.M.S.L. 12.0m

※セメント改良土一部撤去

セメント改良土

７号機原子炉建屋

：撤去範囲

凡例

約4.5m
約1.5m

＜当初＞ ＜現状＞

【参考】７号機周辺の大型クレーン用セメント改良土の当初範囲及び現状範囲


